
ドライバに心拍センサを装着、走行中に心拍間隔と同期し
た音と光の刺激を提示
→ドライバの覚醒維持効果を確認

生体情報を用いた
ドライバの覚醒維持に関する研究

研究の概要と特徴

研究の内容
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・居眠り運転を含む「漫然運転」は自動車の事故原因の中で大きな割合を占めている
・ドライバの心拍と同期した音と光を用いて覚醒度維持するシステムを提案

提案手法

・同期した音と光(Synchronized)・何も発しない(Nothing) ・同期した音と光(Synchronized)・何も発しない(Nothing)
・非同期の音と光の走行（Asynchronized）

・同期した音と光(Synchronized)・何も発しない(Nothing)
・同期した光のみ(Only-Optic)

・同期した音と光(Synchronized)・何も発しない(Nothing)
・試作機を用いた同期した音と光(Prototype)

・同期した音と光(Synchronized)・何も発しない(Nothing)
・同期した音のみ(Only-Acoustic)

解析手法
顔表情評定により、眠気レベルを算出し個人ごとに平均をとる
→眠気レベル３に到達するまでの時間(TTRS)で比較

実験1 実験2比較(TTRS) 比較(TTRS)

比較(TTRS)実験3 比較(TTRS)実験3

条件変更 実験4 比較(TTRS)

結論 ドライバの心拍と同期した音と光の提示には覚醒度を維持する効果があった。
ルームミラー横に機器を設置した時、さらに高い効果を期待できる。
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